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iくネギご芝で尊重こ1党営壬
ん(i∠丘引立∠これロと

、
み
プ
チ
白
工
の
国
の
「
こ
く
を
詳
g
画
工
∩
細
管
や
Y
♀
半
を
薬
毒
罵
衰

○
野
苺
の
毒
半
可
∩
艶
、
弓
瀦
告
ぎ
語
意
管
玉
白
球
や
ケ
Y
⑦
V
o
ん
ロ
ー
亡
的
出

、
榊
∠
一
一
シ
ロ
と
図
〇
的
9
曽
呼
の
鞠
の
と
/
女
川
左
洋
右
ロ
ー
巨

、
国
雄
工
鼻
音
ク
を
一
手
箪
Ⅹ
士
の
壬
琵
琶
手
写
ず
る



ヴ
ア
リ
ッ
チ
兄
弟
を
育
て
た

険
し
く
優
し
い
空

ス
イ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
、
チ
ェ
コ
、
ド
イ
ツ

等
、
世
界
の
強
豪
ひ
し
め
く
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

の
パ
ラ
グ
ラ
イ
ダ
ー
競
技
会
に
お
い
て
、

今
や
語
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
ス

ロ
ベ
ニ
ア
『
昨
年
ま
で
マ
ッ
ク
パ
ラ
を
駆
り

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
や
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー

で
大
暴
れ
し
た
ア
ル
ジ
ャ
ス
(
現
ジ
ン
グ

ラ
イ
ダ
ー
ズ
)
と
ウ
ル
バ
ン
(
現
二
ピ
ュ
ー

ク
)
の
ヴ
ア
リ
ッ
チ
兄
弟
に
0
7
年
ワ
ー
ル

ド
カ
ッ
プ
茨
城
大
会
で
優
勝
を
し
た
プ

リ
モ
ズ
・
ボ
ド
ブ
ニ
ッ
ク
、
そ
し
て
若
手
筆

頭
の
ガ
ス
ペ
ル
・
プ
レ
ブ
ク
等
、
ス
ロ
ベ
二

ア
ン
ヤ
ン
グ
チ
ー
ム
は
次
の
世
界

選
手
権
に
お
い
て
も
優
勝
候
補

に
挙
げ
ら
れ
る
ほ
ど
。

そ
ん
な
彼
ら
を
生
み
、
そ
し
て

世
界
の
ト
ッ
プ
へ
と
育
て
た
フ
ラ

イ
ト
環
境
は
、
あ
ま
り
に
も
大
き

く
、
そ
し
て
険
し
く
も
優
し
い
空

と
言
え
る
。
凹
凸
の
あ
る
谷
を

渡
り
、
山
か
ら
山
へ
と
移
り
飛
ぶ

西
側
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
山
並
み
と

違
い
、
「
巨
大
に
横
た
わ
る
一
つ

の
岩
の
上
を
走
り
ま
く
る
」
そ
ん

な
フ
ラ
イ
ト
環
境
だ
。
あ
る
時
は

「
1
0
0
m
の
リ
ッ
ジ
に
支
え

ら
れ
、
ま
た
あ
る
時
は
そ
の
尾
根

筋
と
谷
の
ど
真
ん
中
か
ら
上
が

l

案

る
サ
ー
マ
ル
に
乗
り
雲
底
を
渡
り
歩
く
。

過
去
に
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
を
2
戦
も
行

い
成
功
さ
せ
て
い
る
こ
の
地
は
、
参
戦
し

た
選
手
達
に
と
っ
て
も
お
気
に
入
り
の

場
所
と
な
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

ま
た
、
3
月
か
ら
フ
ラ
イ
ト
シ
ー
ズ
ン

を
迎
え
、
1
 
0
月
ま
で
他
国
の
ビ
ジ
タ
ー
パ

イ
ロ
ッ
ト
を
迎
え
る
コ
バ
リ
ド
周
辺
の
ト

ッ
プ
シ
ー
ズ
ン
は
6
~
9
月
。
こ
の
期

間
、
太
陽
は
夜
の
8
時
過
ぎ
ま
で
エ
リ
ア

を
照
ら
し
、
夜
を
迎
え
る
の
は
9
時
以

降
。
パ
イ
ロ
ッ
ト
達
は
、
朝
9
時
半
過
ぎ

に
動
き
出
し
て
1
 
1

時
頃
に
初
め
て
テ

イ
ク
オ
フ
と
ゆ
っ

く
り
。
遅
く
な
れ

ば
夜
1
時
過
ぎ
ま

で
飛
ん
で
い
る
こ

と
も
あ
り
、
観
光

や
休
息
を
十
分
に

取
っ
た
後
か
ら
で

も
フ
ラ
イ
ト
を
楽

し
む
こ
と
が
で
き

る
。
上
級
者
に
は

も
ち
ろ
ん
、
中
級
者
や
体
力
の
な
い
パ
イ

ロ
ッ
ト
ま
で
幅
広
い
層
の
フ
ラ
イ
ヤ
ー
を

受
け
入
れ
て
く
れ
る
エ
リ
ア
な
の
だ
。

大
自
然
が
広
が
る

新
し
い
ア
ウ
ト
ド
ア
天
国
!

ス
ロ
ベ
ニ
ア
(
正
式
名
‥
ス
ロ
ベ
ニ
ア
共

和
国
)
は
西
欧
と
東
欧
の
真
ん
中
、
中
欧

に
位
置
し
、
9
 
1
年
に
旧
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア

か
ら
独
立
し
た
新
し
い
国
だ
。
現
在
E
U

(
欧
州
連
合
)
に
所
属
し
て
お
り
、
ボ
ー
ダ

レ
ス
で
E
U
加
盟
国
へ
の
移
動
が
可
能

で
、
歴
史
的
文
化
と
西
側
か
ら
の
新
し
い

空
気
が
吹
き
込
ま
れ
変
化
を
遂
げ
て
い

る。

西
に
イ
タ
リ
ア
南
と
東
に
ク
ロ
ア
チ

ア
北
東
に
ハ
ン
ガ
リ
~
 
、
北
に
オ
ー
ス
ト

リ
ア
と
接
し
、
南
西
を
ア
ド
リ
ア
海
に
画

し
、
海
と
山
、
そ
し
て
清
流
と
湖
に
囲
ま

れ
た
大
自
然
の
宝
庫
。
カ
ヤ
ッ
ク
、
山
登

り
、
マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
に
パ
ラ
グ
ラ
イ
ダ

ー
等
、
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
に
飽
き
る
こ
と

の
な
い
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
素
晴
ら
し
さ
に

今
最
も
西
側
の
人
々
に
注
目
さ
れ
る
ホ

イ
タ
リ
ア
と
国
境
を
接
す
る

西
ス
ロ
ベ
ニ
ア
が
メ
ッ
カ

メ
イ
ン
フ
ラ
イ
ト
エ
リ
ア
の
あ
る
西

ス
ロ
べ
一
一
ア
は
、
イ
タ
リ
ア
(
特
に
北
イ

タ
リ
ア
)
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
と
い
っ
た
西

ヨ
~
ロ
ッ
パ
地
域
に
隣
接
し
、
ス
ロ
ベ

ニ
ア
語
を
国
語
と
し
な
が
ら
も
、
文
化

リ
デ
ー
ス
ポ
ッ
ト
だ
。
西
に
は
世
界
遺
産

に
指
定
さ
れ
る
世
界
最
大
級
の
シ
ュ
コ
ツ

ィ
ア
ン
を
は
じ
め
と
す
る
鍾
乳
洞
群
。
東

部
に
は
温
泉
が
多
数
存
在
す
る
。

面
積
は
日
本
の
四
国
ほ
ど
、
人
口

は
2
0
0
万
人
と
ほ
ぼ
長
野
県
と
同

じ
だ
か
ら
、
決
し
て
大
き
な
国
と
は
言

え
な
い
。
し
か
し
、
7
月
の
平
均
気
温

は
2
 
1
℃
と
緯
度
も
日
本
の
東
北
北
部

か
ら
北
海
道
同
等
と
言
え
、
日
中
暖

か
く
夜
は
涼
し
く
過
ご
し
や
す
い
気

候
に
恵
ま
れ
、
思
い
切
り
フ
ラ
イ
ト
を

楽
し
ん
で
へ
ト
へ
ト
に
な
っ
て
も
暑
さ

に
寝
苦
し
さ
を
感
じ
る
こ
と
は
な
く
、

次
の
目
も
気
持
ち
の
良
い
目
覚
め
で

フ
ラ
イ
ト
に
臨
む
こ
と
が
で
き
る
。

等
極
め
て
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
近
い
性
格
を

持
つ
。
国
境
を
越
え
て
イ
タ
リ
ア
や
オ
ー

ス
ト
リ
ア
か
ら
短
い
休
日
に
フ
ラ
イ
ト
を

楽
し
み
に
訪
れ
る
パ
イ
ロ
ッ
ト
も
多
く
、

常
に
多
国
籍
な
顔
ぶ
れ
で
エ
リ
ア
が
賑

わ
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
E
U
内
で
も
ギ
リ
シ
ャ
、
ポ
ル

ト
ガ
ル
に
匹
敵
す
る
国
民
1
人
当
た
り

の
G
D
P
を
誇
り
、
治
安
の
面
で
も
極
め

て
良
好
。
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
フ
ラ
イ
ト
で

見
知
ら
ぬ
土
地
に
降
り
た
と
し
て
も
、
言

葉
は
通
じ
ず
と
も
治
安
に
お
け
る
ア
ク
シ

デ
ン
ト
に
見
舞
わ
れ
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど

な
い
。
パ
ラ
グ
ラ
イ
ダ
ー
が
飛
ぶ
よ
う
な
田

舎
町
で
は
、
ア
ジ
ア
な
人
々
に
会
う
機
会

も
少
な
い
が
、
「
ド
ベ
ル
グ
ン
(
こ
ん
に
ち

は
)
」
と
挨
拶
し
て
、
パ
ラ
グ
ラ
イ
ダ
ー
で
飛

ん
で
き
た
こ
と
を
表
現
す
れ
ば
、
き
っ
と

笑
顔
が
返
っ
て
く
る
国
だ
。
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llriill

していたのだ。町中には今も戦争の

過去を思い出させるオブジェが見ら

れる。コバリドの町中にひっそりと立

つ戦争ミュージアムでは、その悲惨さ

と愚かさを目に焼き付けることができ

る。飛べない日には是非その事笑と悲

しい歴史を見に行ってほしい。そして

旧ユーゴスラビアにあったスロベニア

イツ、ハンガリー等から幾度となく侵

略を受け、国名を変え、国籍を変えら

れた歴史は、西と束の間に位置すれ

ばこその結果なのかも知れない。

今や自然と平和の町並みが観光

客を心行くまで楽しませてくれる風景

が広がっているが、一度山へと立ち

入れば第一次世界大戦後に残され

た戦争や負の通産を多く目にすること

だろう。特に僕たちがサーマルの行方

ス

04年にチェコ、ポーランド、スロバ　を追いかける深い山並みこそが、敬
二　キア、ハンガリー等と共にEUへ加盟戦区そのままだというのだから飛んで

ァ　霊講読議謹言言謹書驚捻知っておきたい
7叩できた二千一子:リア二竺ツナ.ゞ聖然竺雪空め誓書と、雪スロベニアの歴史

も東欧諸国の改革の波を受け、 91スロベニアと戦争の歴史を展

年に名実共に独立国家となった。

観

光

情

報

絶対お勧めなのが、鍾乳洞巡り。

特にユネスコの世界道産に指定され

ているシュコツイアン鍾乳洞は、フラッ

シュを焚くこと、写真を撮ることさえ許

されない全くの自然道産。中に入れ

ば、そこはインディージョーンズの探

検を初彿とさせる大絶景。数千年、

数万年かけて削られた地下河川の

洞窟は高さにして最高で約100m。そ

してそこに上下へと伸びる鍾乳石は

まさに不思議の世界を数血にわたっ

て作り上げている。

ポストイナ鍾乳洞はもともと観光地

として開かれ、入り口からトロッコに

乗って内部へと移動し、神秘の世界
へと誘ってくれる。ただし、外気温との

差は約20℃。 Tシャツ一枚での入場

は危険行為だ。外にはスロベニア産

の特産品とお土産やが所狭しと立ち

並んでいる。お土産やらしいお店を見

ることも少ないスロベニアでは、一石

二鳥!なお、スロベニア特産の蜂蜜

は有名で、山岳部では琵蜂と蜂蜜の

生産に携わる人々に多数出会うこと

ができる。帰りの荷物が重くならない

程度にお土産にする価値はある。
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ス
ト
ー
ル
山
の
雲
底
が
低
す
ぎ

る
際
の
フ
ラ
イ
ト
に
は
ク
ッ
ク
山
。

ス
ト
ー
ル
、
コ
バ
ラ
と
は
ソ
チ
ヤ
谷

を
挟
み
逆
側
に
あ
る
が
、
南
西
風
時

に
は
遠
く
イ
タ
リ
ア
や
ア
ド
リ
ア

海
を
心
行
く
ま
で
臨
み
な
が
ら
フ

ラ
イ
ト
を
楽
し
め
る
。
し
か
し
、
正

規
の
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
と
し
て
コ
バ
リ

ド
の
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
が
指
定
さ
れ
て

い
て
、
そ
こ
ま
で
の
距
離
は
少
し
遠

い
。
特
に
南
西
風
が
強
い
際
は
、
テ

イ
ク
オ
フ
し
た
後
ち
ょ
う
ど
山
の

裏
の
北
西
か
ら
南
東
へ
と
延
び
る

ソ
チ
ヤ
谷
へ
と
移
動
し
、
そ
の
谷
に

沿
っ
て
ミ
ニ
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
I
を

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
も
ち
ろ

ん
、
届
か
な
い
際
は
空
き
地
へ
と
ラ

ン
デ
ィ
ン
グ
す
る
こ
と
も
で
き
る

が
、
谷
に
沿
っ
て
川
、
電
線
が
走
っ
て

い
る
の
で
、
初
級
者
に
は
難
し
い
エ

リ
ア
か
も
し
れ
な
い
。

一
フ

ヾ
ヽ
.ノコaalbOK

コ
パ
リ
ド
の
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
か
ら

約
1
 
5
k
m
、
ト
ル
ミ
ン
地
区
の
東
に
位

置
す
る
コ
バ
ラ
は
、
テ
イ
ク
オ
フ
ポ

イ
ン
ト
さ
え
ス
ト
ー
ル
山
ほ
ど
高
さ

は
な
い
も
の
の
、
そ
の
山
並
み
に
沿

っ
て
上
げ
れ
ば
、
北
東
方
向
へ
の
ク

ロ
ス
カ
ン
ト
リ
I
が
可
能
な
エ
リ
ア

だ
。
標
高
の
高
過
ぎ
る
ス
ト
ー
ル
に

比
べ
風
は
穏
や
か
で
、
西
風
成
分
の

強
過
ぎ
る
際
に
は
こ
こ
で
の
フ
ラ

イ
ト
か
ら
始
ま
る
。
ま
た
、
大
き
過

ぎ
る
山
並
み
に
足
慣
ら
し
の
必
要

な
初
中
級
者
に
は
こ
こ
か
ら
の
ス

タ
ー
ト
を
お
薦
め
で
き
る
。

ク
ル
ン
山
へ
と
繋
が
る
山
並
み

は
、
途
中
ま
る
で
へ
ラ
で
な
ら
し
た

よ
う
な
美
し
い
山
肌
を
眺
め
、
い
く

つ
か
の
ピ
ー
ク
を
抜
け
て
行
く
。
も

ち
ろ
ん
途
中
で
降
り
る
こ
と
も
可

能
で
、
辿
り
着
け
ば
イ
工
ル
キ
ン
・
フ

ラ
ム
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美
味
し
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ど
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っ
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。
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諾葦琶蓋塾
隅85"1 10kg

闘⑭5"130kg

昌醐醐』葛炊
P A R A G L I D E R S

書棚㊥亡『1㊥脚

1. , Kobarid(234m)
丁O: Stol

㊦高度● 1400m㊨風:南東一南西Q高度差.

1 1 66m(〕※聞き

丁O:ノ←Kuk

⑯高度: 1234mO風.南東一南西0高度差:
1〇〇〇mO※鵬

TO : Mrzli vI’h - Matajur

㊦高度’1320m㊨風.北一北東○高度差
1086mO※P6

2,丁olm血(1 81 m)

丁O∴　Kobala

⑧高度: 1080mぐ)風.東一北東の高度差

899m①※PG&鵬

3,Livesce (65m)

丁O:しijak

㊤高度●581m⑦風:北東一南西e高度差:
516mC〉※P載

4,Ob gosモiscu Kramar

(530朋)

TO :Vogar

㊦高度●990m㊤風.南東一南西○高度差●

5,Go門e (750m)

TO.Vrse

㊨高度: 1298mQ風:束一西○嵩廣差.548m

6,Spodnja Sorica (820m)
丁O : So「jca

⑦高度: 1549m⑦風.南東一南西○薗廣差:

729m (つ※p鱈

7,idrija (Om)

TO: Cmi vrh

(う轟度.1150mO風.北一北東○高度差:

1 150mO※pG

8,P両ovc (900m)

TO : Ratitovec

㊨高度. 1650m㊤風:南東一南西①高度差.

750mO ※申館

9甫ud鵬o (501 m)

TO : Drazgoska go「a

O高度:1140mO風.束一南西㊤南度差・

1 0.Begunje (560m〉

TO : Sveti Peter

㊨高度:830mO風.南東一南○南度差:

270m(う※閲

TO : Dob「ca

O窟度「478mO風南東一高○高度差・
91 8m①※平癒&鵬

丁O:Dobrca - Zmajar§ka

㊤高度: 1230mO風:東一南○高度差:670m

O※P6&臨

1 1 ,Senicno 〈540m)

丁O: Gozd

O高度・930m①風・東一雨四〇高度差
390mくつ※中重&掬6

TO : Kriska gol’a

O高度1471mO風’南東一南西○高度差
931 mO※PG

1 2.Laze pri Borovnici

(300m )
丁O : Zav山

()高度.789mQ風:北東一南東○高度差
489mくつ※P頓&鵬

1 3,Zabocevo (330m)
丁O : Zabocevo

O高度　710mO風.束一北西○高度差.

380mO ※P6&陶瞳

1 4,Zabice (445m)

丁O : Go!jak

O高度:1145mO風’高一南西○高度差・

700m O※PG

丁O : Oslica

O高度:1071mO風’南一西○高度差●626m
(う※甲西

1 5,Iska vas (325m)
丁O : Krim

O高度’1060mO風.北一束0高度差’735m

C)※pG

1 6.Kresnice (598m)
TO : Zapodje

O高度’848mO風:束一西○高度差’250m

17。Log prj Vipavi (110m)

丁O : Kovk

C)商度:860mCフ風:南東一西○高度差:

750爪①※申G&鵬

「 8.Zekovec (390m)

TO : Golte - Boskovec

O高度. 1430mO風:南東一南○高度差:

1 040m(う※瞞

TO : GoIte - Jugovi travniki

O高度. 1080m(⊃風:南東一雨(〕高度差:

690mC)※弼&閲6

TO: Go!te - Medvedjak

窟度’1380mO風:南東一雨○萬度羞:990m

1 9.Srotnek (400m)

TO : UrSlja gora

O高度:1620mO風●宙一南西○高度差・
1 220mCう※PG

20.Volkove Zare (1 90m)
TO : Rahtei

O罵度:600mO風:東一画○高度差・410m

21.Gortina (380m)
TO: Pemice

O高度●875mO風　高一北西0高度差・
495mモ)※P$

22,Ob cesti Celje"VeIenje

(360m)
丁O潮nska gora

①高度:640mO風:裔一南西○高度差:

23,Gomja vas (305m)
TO : Donacka go「a

O高度:550mO風:南東一南西○春慶差.

245mO※PG&鵬

24,Frankoiovo (330m)

TO : Konjiska go「a

O高度:870mC〉風.高一南西○南度差:

540爪O ※p頓&間6

25.Stranice (420m)
丁O刷ala go「a

高度.了80mC)風.東○高度差: 360m⑦※恥

26,Rimske Toplice (220m)
丁O : Kopうーnik

高度●875mO風.北一北東D高度差:655爪

27,Lasko (230m)

TO: Malic
C高度　885mO風.南東一高○高度差:

28,Polje,Cucnik (61 0m)
丁O :齢sca

O高度:910mO風:南東一高○高度差二

300m(う※PG&購6

29葛Ja剛anica (420m)

TO : Srednji vrh

O高度:923mO風高一西㊨高度差:503隅

○※PG

30,St「aza (1 81 m)

TO :Straski hrib - Peter

高度464m(ヽ風:東一高○高度差:283m二

31 ,Semic (220m)
丁O:Smuk

O高度545mO風:北東一高0高度差:

325mO※PG&鵬

32。Loka pri Zusmu (250m)

丁O:Zusem

O高度.625mO風’北一北東⑰高度差:

33,Radvanje (340m)

TO刑ariborsko Pohorje

O高度:1030mO風’光一北東Q高度差:

690mぐ)※P合

34.Grad (425m)
TO:Ambroz Sp。 POSeka

O窟度. 1200mC)風.東一帯に)高度差. 775r

C)※瞞&鵬

TO : Ambroz Zg, POSeka

O高度: 「 320m「)風.南一西Cう高度差: 895「

①※PG&齢

TO : Krvavec

O高度1680mO風・亮一西〇高度差二
1 255mC)※P屯

‾は今回紹介したエリア㌔

×S~。∨。n,af,。。 ,“。ht 。SS。。ra刷t,。 _ 。.g′,の情報を元。作糸口ベニアのフライト
※番号はランディングの位置を示九複数のテイクオフから1つのランディングに降ろすケースも多い。

園

ィ
登
』
<
暮
藁
口
晩

■

漢

書

i

案

。

〃

i

種

書

漢

漢

書

寒

-




